
3
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4
0

表層（改質アスファルト混合物）

基層（改質アスファルト混合物）

4
0

4
0

7
0

8
0(
3
0
)

(
5
0
)

タックコート

防水層

表層（改質アスファルト混合物）

基層（グースアスファルト混合物）

接着層

（ゴム入りアスファルト乳剤）

タックコート

（ゴム入りアスファルト乳剤）

A種

コンクリート床版

B種

鋼床版

〈注意事項〉

(2)上記によらない場合は、別途主管課と協議すること。

(1)( )内の数値は、鋼床版の継手位置で高力ボルトの頭の高さが40㎜以上になる場合。

番号 大分類 中分類 作成年月

R2.07

S=1/5

小分類 工種名

001

橋面舗装（車道部）-（A種・B種）
橋面舗装（車道部）

川崎市建設緑政局

1001
10

橋梁類

KM

橋面舗装



A種

コンクリート床版

B種

鋼床版

表層（密粒度アスファルト混合物）

(
3
0
)

表層（密粒度アスファルト混合物）

〈注意事項〉

(1)材料については現場等、諸条件により別途考慮すること。

(2)歩道部についても、防水層を必ず設けること。なお、グースアス

ファルト混合物を用いる場合は、防水層を省略することができる。

防水層防水層

番号 大分類 中分類 作成年月

R2.07

小分類 工種名

002

橋面舗装（歩道部）-（A種・B種）
橋面舗装（歩道部）

川崎市建設緑政局

S=1/5
1002

10

橋梁類

KM

橋面舗装

4
03
0



<仕様>

(1)材質は、アルミ又はブロンズを原則とする。

(2)寸法は、上図を最小寸法とする。

<注意事項>

(1)親柱または高欄に取り付けるものとし、橋長15m以上の場合には

4枚、橋長15m以下の場合には2枚を取り付けるものとする。

320

1
0

5 7

12

12
0

10

橋名(ひらがな） 竣工年月

河川名 橋名(漢字)

路 線
終点側

路 線
起点側

( )

( )

橋面板設置位置図

竣工年月

橋名(漢字)

路 線
終点側( )

( )

（橋長15m未満）（橋長15m以上）

路 線
起点側

番号 大分類 中分類 作成年月

R2.07

小分類 工種名

001

橋名板
橋名板

川崎市建設緑政局

S=1/2
1003

10

橋梁類

MB

銘板



<仕様>
(1)材質は、表面に透明の高耐候性フィルムにより被覆したアルミニウム板（JIS H 4000 A 5052 P) 板厚3mmを

標準とする。

<注意事項>
(1)取付位置は、起点左側、橋梁端部とし、詳細位置については、 監督員の指示によるものとする。

300

2
0
0

300

2
0
0

8 8

番号 大分類 中分類 作成年月

R8.04

小分類 工種名

002

橋歴板
橋歴板

川崎市建設緑政局

S=1/5
1004

10

橋梁類

MB

銘板

○ ○ 橋
２０○○年 ○○月
川崎市建設緑政局
道示(２０○○)○活荷重
使用鋼材：○○○○
設 計：○○○会社

（○○ ○○※１）
製 作：○○○会社

（○○ ○○※２）
施 工：○○○会社

（○○ ○○※２）

※１管理技術者氏名、※２監理技術者氏名

○ ○ 橋
２０○○年 ○○月
川崎市建設緑政局
道示(２０○○)○活荷重
定着方法：○○○○○
設 計：○○○会社

（○○ ○○※１）
施 工：○○○会社

（○○ ○○※２）

※１管理技術者氏名、※２監理技術者氏名


